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日中友好新聞（2022 年８月５日付）より転載 日中友好新聞（2022 年 10 月 15 日付）より転載
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東京新聞（2022 年 11 月 16 日付）より転載（P.155 よりお読みください）
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東京新聞（2022 年 11 月 16 日付）より転載（P.155 よりお読みください）
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.or.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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＜＜報報告告＞＞        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の34号入稿後、2022年４月１日以降にご送付いただいた会費及びカンパされた方々

のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。また名前を出さないでほしい、という

方も二名ほどありました。皆さん、ありがとうございました。（敬称略、2022年 11月 22日

までの分です） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
望望月月信信隆隆  ⻄⻄久久美美⼦⼦  藤藤川川琢琢馬馬  南南雲雲英英雄雄  錦錦織織葆葆  大大浜浜敏敏夫夫  﨑﨑山山ひひろろみみ  田田中中澄澄江江  
千千島島寛寛  高高田田京京⼦⼦  原原田田清清治治  寺寺沢沢秀秀文文  柳柳生生じじゅゅんん⼦⼦  末末広広一一郎郎  佐佐藤藤守守男男  小小出出公公司司  
皆皆川川純純麿麿  伊伊藤藤昭昭  新新谷谷陽陽⼦⼦  清清嶋嶋一一順順  牧牧野野八八郎郎  篠篠田田金金二二  掛掛谷谷敏敏男男  十十時時哲哲哉哉    
山山口口真真  竹竹内内良良男男  藤藤原原作作弥弥  宮宮武武正正明明  塚塚原原常常次次  ささいいたたまま市市大大宮宮日日中中友友好好協協会会事事務務局局  
⻲⻲山山英英雄雄  櫻櫻庭庭ゆゆみみ⼦⼦  阿阿部部則則司司  矢矢吹吹晋晋  春春日日井井治治  鳴鳴神神浩浩  酒酒井井武武史史  新新田田百百合合⼦⼦  
肥肥後後茂茂樹樹  芹芹澤澤昇昇雄雄  奥奥村村信信⼦⼦  小小倉倉光光雄雄  高高橋橋章章  ⿊⿊岩岩満満喜喜  伊伊東東秀秀⼦⼦  中中嶋嶋定定和和    
田田澤澤仁仁  佐佐藤藤すすみみ江江  伊伊原原忠忠・・泰泰⼦⼦  田田辺辺実実  風風間間成成孔孔  高高橋橋守守男男  東東海海林林次次男男  中中島島茂茂  
栁栁澤澤永永一一  齋齋藤藤實實  田田中中正正昭昭  野野田田尚尚道道  中中島島紀紀⼦⼦  片片岡岡祐祐⼦⼦  加加藤藤善善夫夫  岡岡崎崎雄雄兒兒    
大大野野正正夫夫  江江藤藤昌昌美美  中中野野圭圭⼦⼦  森森博博勇勇  小小玉玉正正憲憲  寺寺本本康康俊俊  山山本本義義輝輝  上上野野千千鶴鶴⼦⼦  
⻑⻑谷谷川川順順一一  野野中中酉酉夫夫  松松田田信信義義  高高橋橋美美好好  柳柳生生好好春春  渡渡辺辺一一枝枝  岩岩間間孝孝夫夫  大大⻄⻄広広  
中中島島幼幼八八  湯湯川川誼誼  宮宮城城恭恭⼦⼦  藤藤井井宏宏之之  塚塚田田恵恵⼦⼦  柳柳瀬瀬文文恵恵  中中井井詔詔太太郎郎  椎椎名名鉄鉄雄雄  
小小坂坂井井和和夫夫  鈴鈴木木宏宏毅毅  加加藤藤毅毅  依依田田高高明明  武武村村恵恵理理  三三原原容容⼦⼦  星星野野郁郁夫夫  藤藤本本善善光光  
扇扇谷谷正正紀紀  岩岩下下壽壽之之  ⿊⿊木木皆皆夫夫  大大里里浩浩秋秋  吉吉岡岡孝孝行行  大大島島満満吉吉  篠篠原原淳淳⼦⼦  山山口口榮榮一一  
新新海海博博枝枝  岡岡田田弥弥生生  木木村村美美智智⼦⼦  小小林林浄浄⼦⼦  松松村村静静⼦⼦  窪窪田田かかづづよよ  高高橋橋健健男男  原原紀紀道道  
新新井井孝孝之之  津津久久井井英英喜喜  根根田田春春⼦⼦  藤藤村村光光⼦⼦  広広田田彰彰夫夫  山山川川禎禎一一  有有馬馬雅雅喜喜  原原田田作作  
秋秋吉吉任任⼦⼦  ⻄⻄嶋嶋拓拓郎郎  是是洞洞三三栄栄⼦⼦  荒荒川川幸幸二二  石石尾尾喜喜代代⼦⼦  中中村村大大真真  初初岡岡昌昌一一郎郎    
久久保保和和男男  藤藤後後博博⺒⺒  山山田田敬敬三三  松松﨑﨑直直⼦⼦  甲甲斐斐国国三三郎郎  浅浅川川商商事事株株式式会会社社  奥奥本本由由利利⼦⼦  
渡渡辺辺芙芙美美⼦⼦  北北澤澤吉吉三三  小小林林勝勝人人  加加藤藤稔稔  水水野野恵恵⼦⼦  田田平平正正⼦⼦  井井出出亜亜夫夫  赤赤羽羽茂茂乃乃  
早早川川浩浩市市  村村上上弘弘充充  大大澤澤大大介介  矢矢野野光光雄雄  村村田田和和代代  藤藤村村光光⼦⼦  安安間間ちちょょうう⼦⼦  栗栗原原彬彬    
一一色色若若夫夫  小小野野寺寺喜喜一一郎郎  伊伊藤藤洋洋平平  鈴鈴木木幸幸⼦⼦  安安田田安安正正  右右原原君君江江  小小柳柳公公代代  林林郁郁  
加加藤藤ままりり⼦⼦  渡渡辺辺保保雄雄  山山中中広広伸伸  萩萩原原洋洋⼦⼦  山山岸岸忠忠夫夫  山山内内るるりり  澤澤岡岡泰泰⼦⼦  山山本本武武  
鈴鈴木木啓啓⼦⼦  武武田田定定光光  大大田田宣宣也也  柳柳田田正正⼦⼦  千千葉葉俊俊介介  千千田田優優⼦⼦  栗栗林林稔稔  竹竹島島恭恭⼦⼦    
田田井井光光枝枝  川川田田明明良良  東東宮宮春春生生  松松成成亮亮太太  杢杢邦邦治治  大大久久保保勲勲  藤藤勝勝徳徳  及及川川淳淳⼦⼦  
山山下下美美⼦⼦  齋齋藤藤忠忠雄雄  藤藤井井盛盛  小小柴柴玲玲⼦⼦  馬馬場場永永⼦⼦  堀堀展展史史  伊伊藤藤俊俊彦彦  寺寺本本久久⼦⼦  
貞貞平平浩浩  飯飯島島春春光光  川川合合継継美美  野野原原エエミミ  松松尾尾政政司司  及及川川康康年年  矢矢野野光光雄雄  小小池池イイヨヨ⼦⼦  
木木村村護護郎郎ククリリスストトフフ  高高木木雅雅之之  ⻘⻘島島顕顕  太太田田哲哲男男  湯湯本本信信幸幸  堀堀之之内内修修  幸幸田田義義人人  
  

≪≪編編集集後後記記≫≫  
 会員諸氏、そして支援者の方々、皆さまのあたたかいカンパのお陰で、「星火方正」35
号を刊行することができました。ありがとうございました。また、寄稿いただいた方々、
ありがとうございました。原稿に挿入されている写真は、制作費用の関係ですべてカラー
にはできませんでしたが、ご事情を理解いただきたいと思います。 
 さて、＜高まる「星火方正」への評価＞と題して書きましたが（Ｐ103）、近年、本当に
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評価をいただき、講演などの依頼が相次ぎ嬉しい限りです。またある方は、大手出版社か
ら刊行されている総合雑誌の名前を挙げて、＜それに匹敵する総合誌＞だなど言ってくれ
る方もいて、「それは褒めすぎだな」と思いつつ、嬉しさに変わりがありません。 

思えば、2005 年に本会を立ち上げた当初、このような活動が予想できたか、というより
「予想」など眼中になく、ともかく一直線に突き進んできたというのが実感です。この間、
設立時の主要メンバーの何人かも⻩泉の国に旅立ちました。しかし新たな支援者の方々に
も恵まれ、17 年目が過ぎようとしています。 

日本の世相状況は、転載した田中優⼦さんの原稿にもありましたが、片山杜秀氏が指摘
するように、＜ファシズム前夜＞なのかもしれません。トランプが登場した頃、⺠主的な
ワイマール体制だったドイツからヒトラーが出てきたのも、このような状況だったのかと
思いましたが、現在の世相はかつてトランプが登場した時よりも深刻なのかもしれません。 

統一教会に絡んだ問題で、山際大臣が「更迭」されましたが、すぐにと言っていいほど、
⾃⺠党のコロナ対策本部⻑に抜擢されました。私が見た中で唯一そのことを批判したメデ
ィアは、TBS の土曜日夕方からの「報道特集」でした。膳場貴⼦キャスターが「おかしい」
と批判したぐらいで、多くのメディアは本当に〝御用メディア〟か、と言いたくなるほど
追及もしませんでした。 

⺠主主義の先進国と言われる⻄欧諸国でも右翼政党の台頭が見られます。イタリアでは
ムッソリーニの系統である右派の女性政治家が出てきたりして、「おいおいムッソリーニ
の系統だって？！」と本当に驚きました。すでに第三次世界大戦は始まっている、と言わ
れるほどで、人間っていうものは時間が経てば、悲惨な戦争などさっさと忘れてしまうも
のなのだと思わざるを得ない状況です。 
さて最後に、私事に関することですが、来たる１月か２月には『タンゴ タンタ タン

ゴ〜郷愁と孤独、哀歓おりなす魂の調べ〜』という、タンゴに関する本を上梓します。今までに
書いてきたタンゴのエッセイや評論、インタビュー記事など収録したもので、前著『エス
ペラント』を出版してくれた批評社から刊行します。今は亡きタンゴ歌手、藤沢嵐⼦が戦
前の大連での体験を決して口にしなかったその内面世界を追求した原稿、また書き下ろし
でダニエル・バレンボイムと人類人主義に関する原稿ぐらいしか本誌に関連する原稿はな
いかもしれませんが、ぜひご一読いただきご叱正いただきたいと思います。編集⻑の役
得？ で⾃著について書きました。ご寛容のほどを。 

これからも寄稿をお待ちしています。次号発行は５月を予定しています。締め切りは３
月末、本文は横書きのワードで左右 30mm、主文は 10・5 ポイント、⻑くても基本的に
10 頁以内です。今後も更なるご支援をよろしくお願いいたします。感謝！  （大類） 
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